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１．はじめに 

  本資料は、１号炉海水ポンプ廃止による１号炉強酸ドレンポンプの廃止に

伴い、強酸ドレンの固化処理方法の運用変更による安全性等への影響につい

て、整理したものである。 

 

２．強酸ドレンについて 

  １，２号炉で発生する強酸ドレンは、放射化学室（１号炉及び２号炉共

用）で化学分析※に使用した薬品を含む廃液であり、この廃液を中和処理し

た後、放射化学室のシンクに流して強酸ドレンタンクに貯蔵している。発

生量、中和処理方法等の具体的な内容は以下のとおり。 

※ 化学分析とは、プラントで発生する廃液や汚染状況調査の一環として解体対象施設から

採取した代表試料の放射能濃度を求めるための分析である。このうち、汚染状況調査と

は、放射線業務従事者及び周辺公衆の被ばくを低減することを目的に、適切な解体撤去

工法及びその手順を策定するため並びに解体撤去工事に伴って発生する放射性物質発

生量の評価精度の向上を図るため、解体対象施設に残存する放射能濃度を評価するため

の調査である。 

 

（１）発生量 

   強酸ドレンの発生量（中和処理後）は約３００Ｌ／年である。ドラム缶

へ１本当たりの注入量は約１００Ｌであることから、年間の発生本数は約

３本である。 

 

（２）中和処理方法 

   強酸廃液に濃水酸化ナトリウム溶液を攪拌しながら徐々に加えて pH７

～９に調整する。 

 

（３）放射能濃度 

   分析対象試料によるが、廃止措置以降に発生した強酸ドレンより算定し

たところ、放射能濃度は高いもので 4.1Bq/cm3程度であり、また１回に扱

う量も少量であることから、作業員への被ばくのリスクは低い。 
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３．強酸ドレンの固化処理方法 

  現状、強酸ドレンの固化処理は固化装置を用いた真空注入により行われて

いる。今後、強酸ドレンタンクより人の手にて、運搬および固化処理を行

う。変更前後の処理方法を表１に、運用の概要図を図１に、運搬経路を図

２に示す。 

  なお、本作業において、強酸ドレンタンクより強酸ドレンの抜き取り等を

実施するが、作業を行う各エリアは、表面汚染密度または空気中の放射性

物質濃度が告示※に定める管理区域に係る値を超える区域または超えるおそ

れのある区域に設定されていることから、保安規定添付に示す管理区域の

区分変更は不要である。 

※ 核原料物質又は核燃料物質の製錬の事業に関する規則等の規定に基づく線量限度等を定める告示 
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表
１

 
強

酸
ド

レ
ン

の
処

理
方

法
（

変
更

前
後

）
 

工
程

 
変

更
前

 
変

更
後

 
備

考
 

①
強

酸
ド

レ

ン
タ

ン
ク

に
貯

蔵
 

・
中

和
処

理
さ

れ
た

廃
液

に
つ

い
て

、
放

射
化

学
室

（
１

号
炉

及
び

２
号

炉
共

用
）

の
シ

ン
ク

に
流

し
て

強
酸

ド

レ
ン

タ
ン

ク
に

貯
蔵

。

【
設

備
対

応
】

 

・
同

左
強

酸
ド

レ
ン

の
貯

蔵

方
法

に
変

更
な

し
。

 

②
強

酸
ド

レ

ン
の

移
送

・
強

酸
ド

レ
ン

タ
ン

ク
か

ら
強

酸
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
を

使
用

し
て

ド
ラ

ム
詰

室
の

固
化

装
置

ま
で

移
送

。 【
設

備
対

応
】

 

・
強

酸
ド

レ
ン

タ
ン

ク
よ

り
強

酸
ド

レ
ン

の
抜

き
取

り
を

行
う

。
（

耐
薬

品
性

の
運

搬
用
密
閉
容
器
で
受
け
る
）

・
人

の
手

に
よ

り
耐

薬
品

性
の

運
搬

用
密

閉
容

器
を

ド
ラ

ム

詰
室

等
ま

で
運

搬
す

る
。
（

運
搬

経
路

は
図

２
参

照
）

【
運

用
対

応
】

 

技
術

基
準

規
則

3
9
条

と
変

更
後

の
運

搬
経

路
上

の
対

応
と

の
適

合
性

は
表

３
に

示

す
。

 

運
搬

用
密

閉
容

器
 

強
酸

ド
レ

ン
ポ

ン
プ

 

強
酸

ド
レ

ン
タ

ン
ク
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工
程

 
変

更
前

 
変

更
後

 
備

考
 

③
固

化
処

理
 

         （
概

念
図

）
 

・
人
の
手
に
よ
り
ド
ラ
ム
缶
の
中
に
所
定
量
の
固
化
材
（
セ
メ

ン
ト
）
を
投
入
す
る
。
 
 
 
 
 
 
 
【

運
用

対
応

】
 

・
同

左
 

実
用

炉
規

則
9
0
条

と
変

更
後

の
固

化
処

理
方

法
と

の
適

合
性

は
表

２
に

示
す

。
 

・
上
記
の
ド
ラ
ム
缶
に
つ
い
て
、
固
化
装
置
の
真
空
ポ
ン
プ
に

よ
り
、
注
入
器
を
介
し
て
固
化
材
（
セ
メ
ン
ト
）
を
含
む
ド

ラ
ム
缶
内
全
体
の
真
空
処
理
を
行
う
。
 
【
設
備
対
応
】
 

 

・
工

程
②

で
移

送
し

た
強

酸
ド

レ
ン

を
真

空
処

理
し

た
ド

ラ
ム

缶
に

吸
引

し
、

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
）

と
一

体
的

に

固
化

処
理

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
設

備
対

応
】

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・
工

程
②

で
運

搬
し

た
強

酸
ド

レ
ン

を
人

の
手

に
よ

り
ド

ラ
ム

缶
内

に
投

入
し

、
固

化
材

（
セ

メ
ン

ト
）

と
練

り

混
ぜ

て
、

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
）

と
一

体
的

に
固

化
処

理

す
る

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

運
用

対
応

】
 

 

 
 

か
き

混
ぜ

棒
を

用
い

て
、

強
酸

ド
レ

ン
と

固
化

材
（

セ

メ
ン

ト
）

を
練

り
混

ぜ
、

固
化

す
る

こ
と

を
確

認
。
 

ド
ラ

ム
缶

内
を

真
空

に
し

て
お

く
こ

と
に

よ
り

、
強

酸

ド
レ

ン
が

固
化

材
（

セ
メ

ン
ト

）
の

空
隙

に
浸

透
す

る
。
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（
注

）
強

酸
ド

レ
ン

ポ
ン

プ
（

ス
ラ

リ
ー

シ
ー

ル
型

キ
ャ

ン
ド

ポ
ン

プ
）

の
軸

受
冷

却
に

は
原

子
炉

補
機

冷
却

水
を

使
用

（
今

回
廃

止
）
。

 

真
空

ポ
ン

プ
（

油
回

転
式

真
空

ポ
ン

プ
）

は
空

冷
式

の
ポ

ン
プ

で
あ

り
原

子
炉

補
機

冷
却

水
は

使
用

し
て

い
な

い
。

 

 

図
１

 
強

酸
ド

レ
ン

の
運

搬
お

よ
び

固
化

処
理

の
概

要
図

（
変

更
前

後
）
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図
２

 
強

酸
ド

レ
ン

の
運

搬
経

路
 

枠
囲

み
の

内
容

は
、
商

業
機

密
あ

る
い

は
防

護

上
の

観
点

か
ら

公
開

で
き

ま
せ

ん
。
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４. 強酸ドレンの抜き取り作業等に係る安全性への影響確認

強酸ドレンの抜き取り作業等に係る安全性への影響を（１）～（３）のと

おり確認した。 

（１）強酸ドレンタンクの抜き取り時

強酸ドレンタンクのドレン弁より強酸ドレンの抜き取りを行う。

・強酸ドレンは放射化学室で中和処理していることから、万一、強酸ド

レンが飛散した場合においても、作業安全の観点より安全性に問題な

い。

・強酸ドレンタンク廻りにはコンクリート製の堰を設置しており廃液の

漏えいを防止することから放射線防護（放射性物質の漏えい拡大防

止）の観点より安全性に問題ない。

・作業者はフェイスシールド等を着用し、廃液が飛散した場合の汚染防

止策を講じることから放射線防護（放射線障害防止）の観点より安全

性に問題ない。

（２）強酸ドレンタンクからドラム詰室等への運搬時

運搬容器にて、約５～１０Ｌに分けて運搬を行う。

・強酸ドレンの抜き取り後、ドラム詰室等に運搬するまで、密閉容器を

用いて運搬することで階段等での転倒による廃液の漏えいを防止する

ことから、放射線防護（放射性物質の漏えい拡大防止）の観点より安

全性に問題ない。

（３）運搬容器からドラム缶へ投入、練り混ぜ時

・運搬容器から廃液をドラム缶へ投入し、作業者が固化材と混錬する

際、吸水シート等により廃液の漏えいを防止することから放射線防護

（放射性物質の漏えい拡大防止）の観点より安全性に問題ない。

・作業者はフェイスシールド等を着用し、廃液が飛散した場合の汚染防

止策を講じることから放射線防護（放射線障害防止）の観点より安全

性に問題ない。

これまでも、強酸ドレンタンク点検時等において、当該タンク内底部の残

水処理時に、作業要領書に基づき同様の作業を実施しており、安全性に問題

ないことを確認している。 

耐薬品性の運搬用密閉容器については、一般的に用いられる容器であり、

作業要領書に基づく資機材として適切に運用管理する。 
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５．技術基準規則等への適合性 

実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則（実用炉規則）および実用

発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則（技術基準規則）等

の要求と強酸ドレンの処理方法変更後の対応との適合性を表２、表３に示

す。 

表２より、強酸ドレンの固化処理方法を変更した場合においても、 

・強酸ドレンを固化材（セメント）と練り混ぜて容器（ドラム缶）と一体

的に固化処理する。

・作業計画および個人線量計による被ばく管理、フェイスシールド着用や

吸水シートによる汚染拡大防止措置等を講じることで放射線障害を防止

する。

ことから、放射線障害防止等の観点で実用炉規則第９０条の要求事項に適

合する。 

表３より、強酸ドレンの運搬経路上の対応としては、 

・密閉容器を用いて漏えい防止対策を図っている。

・万一漏えいした場合の漏えい水位はごく僅か（１mm 未満（注））であり、

床面の傾斜により目皿へ導かれる構造である。また、階段等で漏えいし

た場合には階段または下層階の床面に留まる構造である。

・強酸ドレンタンク室には堰が設置され漏えいの拡大を防止するととも

に、原子炉補助建家・管理区域境界の出入口には施設外への漏えい防止

を図るための堰が設置されている。

ことから、技術基準規則第３９条の要求事項に適合する。なお、万一漏え

いした場合には、ウエスによる拭き取り等の応急措置を講じることとしてい

る。 

以上より、強酸ドレンの固化処理方法の運用を変更した場合においても、

液体廃棄物を取り扱う場合に「床及び壁面が漏えいし難い構造」であり、

「万一漏えいした場合に適切に措置できる設計」であるという既許認可（設

置許可）の記載内容を満足している。 

（注）漏えい量評価 

漏えい量※１ 区画面積※２ 
漏えい水位 

（床面からの高さ） 

20L 約 37.5m2 
1mm 未満 

（約 0.5mm） 

※１ 運搬容器の容量
※２ 強酸ドレンタンク室、運搬経路の通路部、ドラム詰室のうち保守的に最も狭い

区画である強酸ドレンタンク室の床面積で評価



表
２

 
強

酸
ド

レ
ン

の
処

理
方

法
変

更
に

伴
う

確
認

結
果

（
実

用
炉

規
則

）
 

実
用

炉
規

則
（

抜
粋

）
 

処
理

方
法

変
更

後
の

対
応

と
の

適
合

性
 

（
工

場
又

は
事

業
所

に
お

い
て

行
わ

れ
る

廃
棄

）
 

第
九

十
条

 
法

第
四

十
三

条
の

三
の

二
十

二
第

一
項

の
規

定
に

よ
り

、
発

電
用

原
子

炉
設

置
者

は
、

発
電

用
原

子
炉

施
設

を
設

置
し

た
工

場
又

は
事

業
所

に
お

い
て

行
わ

れ
る

放
射

性
廃

棄
物

の
廃

棄
に

関
し

、
次

の
各

号
に

掲
げ

る
措

置
を

講
じ

、
廃

棄
前

に
こ

れ
ら

の
措

置
の

実
施

状
況

を
確

認
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

（
中

略
）

 

六
 

液
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

は
、

次
に

掲
げ

る
い

ず
れ

か
の

方
法

に
よ

り
廃

棄
す

る
こ

と
。

 
イ

排
水

施
設

に
よ

っ
て

排
出

す
る

こ
と

。
ロ

放
射

線
障

害
防

止
の

効
果

を
持

っ
た

廃
液

槽
に

保
管

廃
棄

す
る

こ
と

。
ハ

容
器

に
封

入
し

、
又

は
容

器
と

一
体

的
に

固
型

化
し

て
放

射
線

障
害

防
止

の
効

果
を

持
っ

た
保

管
廃

棄
施

設
に

保
管

廃
棄

す
る

こ
と

。

ニ
放

射
線

障
害

防
止

の
効

果
を

持
っ

た
焼

却
設

備
に

お
い

て
焼

却
す

る
こ

と
。

ホ
放

射
線

障
害

防
止

の
効

果
を

持
っ

た
固

型
化

設
備

で
固

型
化

す
る

こ
と

。

（
中

略
）

 

十
 

第
六

号
ハ

の
方

法
に

よ
り

廃
棄

す
る

場
合

に
お

い
て

、
放

射
性

廃
棄

物
を

容
器

と
一

体
的

に
固

型
化

し
て

行
う

と
き

は
、

固
型

化
し

た
放

射
性

廃
棄

物
と

一
体

化
し

た
容

器
が

放
射

性
廃

棄
物

の
飛

散
又

は
漏

れ
を

防
止

で
き

る
も

の
で

あ
る

こ
と

。
 
 

十
一

 
第

六
号

ハ
の

方
法

に
よ

り
廃

棄
す

る
場

合
に

お
い

て
、

放
射

性
廃

棄
物

を
放

射
線

障
害

防
止

の
効

果
を

持
っ

た
保

管
廃

棄
施

設
に

保
管

廃
棄

す
る

と
き

は
、

次
に

よ
る

こ
と

。
 

イ
放

射
性

廃
棄

物
を

容
器

に
封

入
し

て
保

管
廃

棄
す

る
場

合
は

、
封

入
さ

れ
た

放
射

性
廃

棄
物

の
全

部
を

吸
収

で
き

る
材

料
で

当
該

容
器

を
包

む
こ

と
、

封
入

さ
れ

た
放

射
性

廃
棄

物
の

全
部

を
収

容
で

き
る

受
皿

を
設

け
る

こ
と

等
当

該
容

器
に

亀
裂

又
は

破
損

が
生

六
 
次

に
掲

げ
る

ハ
、

ホ
の

方
法

に
よ

り
廃

棄
す

る
。

 
イ

（
対

象
外

）
ロ

（
対

象
外

）
ハ

強
酸

ド
レ

ン
を

ド
ラ

ム
缶

内
に

投
入

し
固

化
材

（
セ

メ
ン

ト
）

と
練

り
混

ぜ
て

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
）

と
一

体
的

に
固

化
処

理
す

る
。

固
化

処
理

後
に

固
体

廃
棄

物
貯

蔵
庫

で
保

管
す

る
運

用
に

変
更

は
な

い
。

二
（

対
象

外
）

 
ホ

遠
隔

操
作

が
可

能
な

放
射

線
障

害
防

止
の

効
果

を
持

っ
た

固
化

装
置

を
用

い
て

い
た

が
、

変
更

後
は

作
業

前
の

作
業

計
画

の
策

定
お

よ
び

作
業

中
の

個
人

線
量

計
の

装
着

に
よ

る
被

ば
く

線
量

の
管

理
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
固

化
処

理
時

の
フ

ェ
イ

ス
シ

ー
ル

ド
着

用
や

吸
水

シ
ー

ト
に

よ
る

汚
染

拡
大

防
止

措
置

等
を

講
じ

る
こ

と
で

放
射

線
障

害
を

防
止

す
る

。

十
 
容

器
（

ド
ラ

ム
缶

）
に

変
更

は
な

い
。

 

十
一

 

イ
（

対
象

外
）

強
酸

ド
レ

ン
を

液
体

状
の

ま
ま

容
器

（
ド

ラ
ム

缶
）

に
封

入
し

て
保

管
廃

棄
す

る
も

の
で

は
な

い
。
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実
用

炉
規

則
（

抜
粋

）
 

処
理

方
法

変
更

後
の

対
応

と
の

適
合

性
 

じ
た

場
合

の
汚

染
の

広
が

り
の

防
止

に
つ

い
て

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

 
ロ

当
該

保
管

廃
棄

さ
れ

た
放

射
性

廃
棄

物
の

崩
壊

熱
等

に
よ

り
著

し
い

過
熱

が
生

じ
る

お
そ

れ
の

あ
る

場
合

は
、

冷
却

に
つ

い
て

必
要

な
措

置
を

講
ず

る
こ

と
。

ハ
放

射
性

廃
棄

物
を

封
入

し
、

又
は

固
型

化
し

た
放

射
性

廃
棄

物
と

一
体

化
し

た
容

器
に

は
、

放
射

性
廃

棄
物

を
示

す
標

識
を

付
け

、
か

つ
、

当
該

放
射

性
廃

棄
物

に
関

し
て

第
六

十
七

条
の

規
定

に
基

づ
き

記
録

さ
れ

た
内

容
と

照
合

で
き

る
よ

う
な

整
理

番
号

を
表

示
す

る
こ

と
。

ニ
当

該
保

管
廃

棄
施

設
に

は
、

そ
の

目
に

つ
き

や
す

い
場

所
に

管
理

上
の

注
意

事
項

を
掲

示
す

る
こ

と
。

ロ
運

用
に

変
更

な
し

。
な

お
、

強
酸

ド
レ

ン
の

放
射

能
濃

度
は

十
分

低
く

著
し

い
過

熱
の

お
そ

れ
は

な
い

。
ハ

同
上

（
運

用
に

変
更

な
し

）
。

二
 
同

上
（

運
用

に
変

更
な

し
）
。
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表
３

 
強

酸
ド

レ
ン

の
処

理
方

法
変

更
に

伴
う

確
認

結
果

（
技

術
基

準
規

則
等

）
 

技
術

基
準

規
則

（
抜

粋
）

 
技

術
基

準
規

則
の

解
釈

（
抜

粋
）

 
運

搬
経

路
上

の
対

応
と

の
適

合
性

 
対

応
区

分
 

（
廃

棄
物

処
理

設
備

等
）

 
第

三
十

九
条

 
工

場
等

に
は

、
次

に
定

め
る

と
こ

ろ
に

よ
り

放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
設

備
を

施
設

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

 
（

中
略

）
 

五
 

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

及
び

原
子

炉
冷

却
材

圧
力

バ
ウ

ン
ダ

リ
内

に
施

設
さ

れ
た

も
の

か
ら

発
生

す
る

高
放

射
性

の
固

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

工
場

等
内

に
お

い
て

運
搬

す
る

た
め

の
容

器
は

、
取

扱
中

に
お

け
る

衝
撃

そ
の

他
の

負
荷

に
耐

え
、

か
つ

、
容

易
に

破
損

し
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

。
た

だ
し

、
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

使
用

さ
れ

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

（
中

略
）

 
２

 
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

処
理

す
る

設
備

が
設

置
さ

れ
る

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

（
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
の

漏
え

い
が

拡
大

す
る

お
そ

れ
が

あ
る

部
分

に
限

る
。

以
下

こ
の

項
に

お
い

て
同

じ
。
）

は
、

次
に

定
め

る
と

こ
ろ

に
よ

り
施

設
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
 

一
 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
及

び
壁

面
は

、
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
が

漏
え

い
し

難
い

構
造

で
あ

る
こ

と
。

 

二
 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
は

、
床

面
の

傾
斜

又
は

床
面

に
設

け
ら

れ
た

溝
の

傾
斜

に
よ

り
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
が

排
液

受
け

口
に

導
か

れ
る

構
造

で
あ

り
、

か
つ

、
流

体
状

の
放

射

（
中

略
）

 
４

 
第

１
項

第
５

号
で

対
象

と
す

る
｢
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
｣
は

、
内

包
す

る
流

体
の

放
射

性
物

質
の

濃
度

が
3
7
m
B
q
/
c
m
³
（

流
体

が
液

体
の

場
合

に
あ

っ
て

は
、

3
7
k
B
q
/
c
m
³
）

以
上

の
も

の
(
ク

ラ
ス

３
相

当
)
を

い
う

。
 （
中

略
）

 
７

 
第

２
項

に
規

定
す

る
「

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

を
処

理
す

る
設

備
が

設
置

さ
れ

る
放

射
性

廃
棄

物
処

理
施

設
」

と
は

、
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

処
理

す
る

設
備

が
設

置
さ

れ
る

建
屋

全
部

を
い

う
。

 
（

中
略

）
 

８
 
第

２
項

第
１

号
に

規
定

す
る

「
漏

え
い

し
難

い
構

造
」

と
は

、
適

切
な

高
さ

ま
で

の
壁

面
、

床
面

全
部

及
び

両
者

の
接

合
部

に
は

耐
水

性
を

有
す

る
塗

料
が

塗
布

さ
れ

て
い

る
こ

と
、

並
び

に
漏

え
い

防
止

措
置

の
必

要
な

床
面

及
び

壁
面

の
貫

通
部

に
は

ラ
バ

ー
ブ

ー
ツ

又
は

モ
ル

タ
ル

等
の

充
填

が
施

さ
れ

て
い

る
こ

と
等

、
堰

の
機

能
を

失
わ

せ
な

い
よ

う
適

切
な

耐
漏

え
い

措
置

が
施

さ
れ

た
構

造
と

す
る

こ
と

。
 

９
 
第

２
項

第
２

号
に

規
定

す
る

「
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

た
め

の
堰

と
は

、
ポ

ン
プ

の
シ

ー
ル

が
リ

ー
ク

し
た

時
、

機
器

の
メ

イ
ン

テ
ナ

ン
ス

時
又

は
除

染
時

等
に

飛
散

す
る

液
体

状
の

放
射

性
廃

（
対

象
外

）
 

・
強

酸
ド

レ
ン

の
放

射
能

濃
度

は
3
7
k
B
q
/
c
m
3
未

満
で

あ
り

、
第

１
項

第
５

号
で

対
象

と
す

る
「

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

」
に

該
当

し
な

い
。

・
ま

た
、

強
酸

ド
レ

ン
の

運
搬

は
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

行
う

た
め

第
１

項
第

５
号

で
対

象
と

す
る

「
容

器
」

に
該

当
し

な
い

。

第
２

項
に

規
定

す
る

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

と
は

原
子

炉
補

助
建

家
全

部
を

い
い

、
漏

え
い

が
拡

大
す

る
お

そ
れ

の
あ

る
強

酸
ド

レ
ン

の
運

搬
経

路
に

お
け

る
適

合
性

を
以

下
に

示
す

。
 

・
運

搬
時

に
は

密
閉

容
器

を
用

い
て

漏
え

い
防

止
対

策
を

図
っ

て
い

る
。

な
お

、
運

搬
経

路
上

の
床

面
及

び
壁

面
は

耐
水

性
を

有
す

る
エ

ポ
キ

シ
樹

脂
系

の
塗

料
を

塗
布

し
て

い
る

。

・
万

一
漏

え
い

し
た

場
合

の
漏

え
い

水
位

は
ご

く
僅

か
で

あ
り

、
強

酸
ド

レ
ン

タ
ン

ク
室

か
ら

ド
ラ

ム
詰

室
等

へ
の

運
搬

経
路

上
の

床
面

の
傾

斜
に

よ
り

目
皿

に
導

か
れ

る
構

造
と

な
っ

て
い

る
。

ま
た

、

－
 

運
 

用
 

設
 

備
 

設
 

備
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技
術

基
準

規
則

（
抜

粋
）

 
技

術
基

準
規

則
の

解
釈

（
抜

粋
）

 
運

搬
経

路
上

の
対

応
と

の
適

合
性

 
対

応
区

分
 

性
廃

棄
物

（
気

体
状

の
も

の
を

除
く

。
以

下
同

じ
。
）

を
処

理
す

る
設

備
の

周
辺

部
に

は
、

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

た
め

の
堰

が
施

設
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
 

三
 

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

外
に

通
じ

る
出

入
口

又
は

そ
の

周
辺

部
に

は
、

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

が
放

射
性

廃
棄

物
処

理
施

設
外

へ
漏

え
い

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
の

堰
が

施
設

さ
れ

て
い

る
こ

と
。

た
だ

し
、

放
射

性
廃

棄
物

処
理

施
設

内
部

の
床

面
が

隣
接

す
る

発
電

用
原

子
炉

施
設

の
床

面
又

は
地

表
面

よ
り

低
い

場
合

で
あ

っ
て

、
放

射
性

廃
棄

物
処

理
施

設
外

へ
漏

え
い

す
る

お
そ

れ
が

な
い

場
合

は
、

こ
の

限
り

で
な

い
。

 

四
 

（
省

略
）

 

３
 

第
一

項
第

五
号

の
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
を

運
搬

す
る

た
め

の
容

器
は

、
前

項
第

三
号

に
準

じ
て

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

よ
う

に
施

設
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

使
用

さ
れ

る
も

の
及

び
漏

え
い

す
る

お
そ

れ
が

な
い

構
造

の
も

の
は

、
こ

の
限

り
で

な
い

。
 

棄
物

が
広

範
囲

に
拡

大
す

る
こ

と
を

防
止

す
る

た
め

に
設

け
る

も
の

を
い

い
、

排
水

溝
、

床
面

段
差

等
堰

と
同

様
の

効
果

を
有

す
る

も
の

を
含

む
。

 

１
０

 
第

２
項

第
３

号
に

規
定

す
る

「
施

設
外

へ
漏

え
い

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
の

堰
と

は
、

処
理

す
る

設
備

に
関

わ
る

配
管

に
つ

い
て

、
長

さ
が

当
該

設
備

に
接

続
さ

れ
る

配
管

の
内

径
の

１
／

２
、

幅
が

そ
の

配
管

の
肉

厚
の

１
／

２
の

大
き

さ
の

開
口

を
当

該
設

備
と

当
該

配
管

と
の

接
合

部
近

傍
に

仮
定

し
た

と
き

、
開

口
か

ら
の

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

の
漏

え
い

量
の

う
ち

最
大

の
漏

え
い

量
を

も
っ

て
し

て
も

、
流

体
状

の
放

射
性

廃
棄

物
の

漏
え

い
が

広
範

囲
に

拡
大

す
る

こ
と

を
防

止
す

る
た

め
、

当
該

貯
蔵

設
備

の
周

辺
近

傍
に

設
け

る
こ

と
。

 
（

中
略

）
 

１
２

 
第

３
項

に
お

け
る

「
漏

え
い

の
拡

大
を

防
止

す
る

よ
う

に
施

設
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

」
と

は
、

第
２

項
第

３
号

に
準

じ
て

運
搬

容
器

の
周

辺
に

堰
、

受
皿

（
ト

レ
イ

）
、

吸
収

材
を

設
置

す
る

こ
と

。
「

漏
え

い
す

る
お

そ
れ

の
な

い
構

造
」

と
は

、
胴

の
二

重
容

器
構

造
や

フ
ラ

ン
ジ

部
の

二
重

Ｏ
リ

ン
グ

構
造

と
す

る
こ

と
を

含
む

。
 

階
段

等
で

漏
え

い
し

た
場

合
に

は
漏

え
い

水
位

は
ご

く
僅

か
で

あ
り

、
階

段
ま

た
は

下
層

階
の

床
面

に
留

ま
る

構
造

で
あ

る
。

 
な

お
、

万
一

漏
え

い
し

た
場

合
に

は
、

ウ
エ

ス
に

よ
る

拭
き

取
り

等
の

応
急

措
置

を
講

じ
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

 
・

強
酸

ド
レ

ン
タ

ン
ク

廻
り

に
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
の

堰
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

・
ド

ラ
ム

缶
へ

の
投

入
時

に
は

吸
水

シ
ー

ト
等

を
準

備
す

る
こ

と
に

よ
り

漏
え

い
の

拡
大

を
防

止
す

る
運

用
と

す
る

。
・

運
搬

経
路

上
の

原
子

炉
補

助
建

家
・

管
理

区
域

境
界

で
あ

る
出

入
管

理
室

の
出

入
口

に
は

施
設

外
へ

の
漏

え
い

防
止

を
図

る
た

め
の

堰
が

設
置

さ
れ

て
い

る
。

（
対

象
外

）
 

・
強

酸
ド

レ
ン

の
放

射
能

濃
度

は
3
7
k
B
q
/
c
m
3
未

満
で

あ
り

、
第

１
項

第
５

号
で

対
象

と
す

る
「

流
体

状
の

放
射

性
廃

棄
物

」
に

該
当

し
な

い
。

・
ま

た
、

強
酸

ド
レ

ン
の

運
搬

は
管

理
区

域
内

に
お

い
て

の
み

行
う

た
め

第
１

項
第

５
号

で
対

象
と

す
る

「
容

器
」

に
該

当
し

な
い

。

設
 

備
 

運
 

用
 

運
 

用
 

設
 

備
 

－
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